
は じ め に

ロンドン・フリー・スクール (London Free School :

LFS) とは, ロンドン, ノッティングヒル (North

Kensington) において, 1966年に若いアーティストや

研究者たちが住民に呼びかけた自由な学びの場作りの

活動である｡ 1960年代の対抗文化活動の先駆者ジョ

ン・ホプキンズ ( John Hopkins, 1937�2015, 通称
‘Hoppy’)1) が, ニューヨーク自由大学 (Free Univer-

sity of New York : FUNY) の発想から刺激を受け, 従

来の教育制度の枠にはまらないフリー・スクールを始

めようと友人たちに呼びかけた｡ 当時のノッティング

ヒルには, 国内外からの移民や出身が異なる人々が居

住し, ロンドンでも最も貧しい地域の１つであり, 劣

悪な住宅状況, 人種差別, 失業, 犯罪など社会問題が

山積していた｡ 1960年代には, こうした状況を改善し

ようと, さまざまな思想, 目的, 立場の個人, 組織,

団体が, ノッティングヒルに入り, 住民と関わりなが

ら, 地域に拠点をおいた多様な ｢新しい｣ コミュニティ

活動を試みた (西川2014b, 2015)｡ また, 多様な文化

と安い家賃にひかれて若いアーティストが集まり, 独

自の創作活動を展開した｡

切実な社会問題の改善に取り組む人々と新世代のアー

ティストたちは, 同じ地域のなかにあっても必ずしも

接点をもたなかったが, LFSは, 多彩な活動によっ

て, 人種, 出身, 立場の異なる地域内外の人々をつな

ごうとした｡ ボクシングのヘビー級チャンピョン, モ

ハメッド・アリを子供たちのクラスに招待し, 地域の

ストリート・カーニバルを成功させ, LFSの活動資

金を集めるために教会ホールで開催したピンク・フロ

イドのコンサートが評判となり回を重ねた｡ しかしな

がら, LFSの当初の目的であった自由学校は, 一部

のクラスにしか参加者が集まらず, 1966年末には,

LFSとしての活動は行われなくなった｡

LFSは, わずか１年足らずの短期間の活動ではあっ

たが, イベントの話題性とホプキンズをはじめとした

関係者の知名度によって, 60年代のアンダーグラウン

ドの活動として, また, その後, 世界的に有名になる

ノッティングヒル・カーニバルとなる動きのひとつと

して, 本や雑誌記事のなかで言及されてきた｡ しかし

ながら, この論文では, ｢自由学校の失敗｣ や地域内

外の人々を集めた ｢イベントの成功｣ といった LFS

の活動の結果や成果だけではなく, 理想と情熱をもっ

た若きアーティストたちが地域と関わり活動を展開し

ていくそのプロセスと方法にとくに注目する｡ LFS

が作成, 発行した議事録, フライヤー, ポスター, ニュー

ズレターなどの一次資料と LFSの主宰者であるジョ

ン・ホプキンズへのインタビュー (2009年～2014年)

をもとに, ホプキンズをはじめ LFSの関係者による

情報共有や発信の方法をとらえ, 当時のアートやコミュ

ニティ活動のひとつの手段としての ｢ハプニング｣ が

ノッティングヒルという地域にどのように仕掛けられ

展開したのかを考察する｡

なお, 1960年代のノッティングヒルについての研究

は, 筆者が2001年から関わってきたロンドン西部ハマー

スミスでの地域コミュニティ研究の延長線上にあり

(西川2004, 2007, 2009, 2010), またイギリスでの調

査研究からえた問題意識を展開するかたちで, 2010年

よりアメリカ合衆国におけるコミュニティメディアと

地域活動に関する調査研究を行ってきた (西川2012,

2013a, 2013b, 2014a)｡ これら一連の調査研究をとお

して, ｢人, もの, 情報のグローバル化が進行し, 大

量の情報が氾濫する時代に, 場所に拠点をおく活動に

おいて, 多様な背景をもつ住民たちが, どのようにメ

ディアを利用して他者同士が集う 『場』 を作り出し,

人と人との関係を生み出すのか, その仕組みをとらえ,

多様性に開かれた地域作りやつながり方の可能性を探

りたい｣2) (西川2015 : 152)｡ 情報収集と発信の ｢メディ

ア戦略｣ や, そこから人の動きを作り出す ｢場の作り

方｣ といった問題は, 今日の住民活動, 運動作りと共

通する課題であり, 60年代から現代社会をみる視点と
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なり得ると考えている｡

地域活動における ｢場の作り方｣ という点では, 60

年代のノッティングヒルについての調査では, ３つの

タイプのコミュニティ活動に注目している｡ 第１は,

｢単位としてのコミュニティ｣ を設定する住民組織作

りである｡ そこでは組織や集団の継続, 住民としての

アイデンティティの形成が重要となる｡ 第２は, ｢情

報ネットワークの形成とイベント開催｣ である｡ ある

アイディアに共感する人々が集まり, 時間, 資金, 知

識, 経験, 労力を出し合いイベントや活動を実施し,

そこでの出会いや成果を共有するが, 団体を存続させ

ることには重点をおかず, 参加者がそれぞれの経験を

次の活動へと活かす｡ 第３は, ｢当事者としての問題

の共有と解決への取り組み｣ である｡ 住民たちが, 自

分たちが抱える困難を問題として認識しその解決に向

けて具体的な対策を練る｡ たとえば子供たちの遊び場

を確保するための運動などである (西川2015 : 148�
152)｡ 本論文では, 第２のタイプの事例としてロンド

ン・フリー・スクールをとりあげる｡

１では, 60年代のノッティングヒルのコミュニティ

活動に関する筆者のフィールドワークの経緯と LFS

に関する資料の概要について説明し, ２では, 1966年

に作成された LFSのドキュメントと, 筆者とのイン

タビューのなかでのジョン・ホプキンズの ｢語り方｣

との違いをとらえる｡ そのうえで, ３では, 当時のド

キュメントとホプキンズへのインタビューから LFS

の理念と設立の流れをまとめ, ４では, LFSの活動

の方向転換とニューズレターなどの紙媒体とイベント

をとおした住民に働きかけ方をとらえ, ５で, ホプキ

ンズをはじめ LFSの関係者のメディア戦略と運動の

作り方を考察する｡

筆者が1960年代のノッティングヒルに関心をもった

のは, ロンドンでの現地調査をとおして注目するよう

になったコミュニティ活動家, ジョージ・クラーク

(George Clark, 1926�1997) が, 活動の拠点としてい

たからである｡ 彼が関わった住民組織作りや住宅調査

についての資料を, ケンジントン中央図書館の地域コー

ナー (Local Studies) で調べているうちに, 60年代の

ノッティングヒルにおいて地域を拠点とする多様な実

験的活動が行われていたことを知った (西川2015 :

141�144)｡

2007年から2009年にかけては, 毎年８月にロンドン

に滞在し, 多くの時間をこの図書館で過ごした｡ 地域

コーナーにある古いカードボックスには, 万年筆で記

された図書カードがあり, 1960年代のノッティングヒ

ルに関しても, ローカルな人物, 組織, 団体, 活動,

事件などについての情報や, 地方新聞の記事, ニュー

ズレターなどの資料の所在が記されていた｡ また, 同

図書館には, Kensington & Chelsea Community History

Group (通称ヒストリー・トーク) というボランティ

ア団体が, 何年もかけて収集した地域活動に関する多

数の資料が2006年に移管され (North Kensington

Community Archive 2006), そこには, 60年代のノッ

ティングヒルにおけるコミュニティ活動の記録も多数

含まれていた｡ 図書館で手にする当時の印刷物や写真

からは, 暮らしの詳細や住民が直面する厳しい生活状

況や, 社会を変えようとする活動家たちの熱い思いが

伝わってきた｡ また1960年代においては, 紙媒体が運

動を展開する重要な手段になっていることにも気づい

た｡

ロンドン・フリー・スクール (LFS) に関しては,

1966年当時に作成された次のような資料を見ることが

できた｡ ① LFSの議事録や関係者への手紙, ポスター,

住民に配布されたフライヤー, ② LFSのニューズレ

ター, ③地方新聞に掲載された LFS 関連記事, ④

LFSに関する報告書など, である｡

LFSは, 1966年３月８日に初めての公開集会を開

き, 住民に LFSの活動の趣旨を説明し, フリー・ス

クールへの参加と協力を呼びかけ, 地域における活動

を本格的に始めた｡ 資料①の議事録は, 有志たちが毎

週のようにジョン・ホプキンズのフラットに集まり,

地域での LFS設立に向けて議論を重ねた記録である｡

筆者の手元には, 第５回 (1966年１月25日), 第６回

(２月８日), 第７回 (２月15日) の議事録のコピーが

ある｡ いずれもホプキンズがタイプライターを用いて

記したものを印刷し, 関係者に配布している｡ LFS

設立当初の理念や, 資金, 人材, 場所の確保, 宣伝,

日程調整, 作業分担など, 活動を実施するうえでの過

程を具体的に知ることができる｡ また, LFSの公開

説明会の前には, 集会のプログラムやフライヤー (図

１, ２), ポスターが作成され, 地域に配布された｡

そこには, LFSの活動の趣旨, 集会当日のプログラ

ム, LFSが開く予定の教室の詳細が記されている｡

②は, LFSが地域で本格的に活動を開始した後に,

ノッティングヒルで発行・販売したニューズレター

(１部６ペンス) である｡ 第１号 (４月４日発行) の
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タイトルは The Gateであるが, 第４号 (５月23日発

行) では The Groveへと変更している｡ LFSの活動の

内容を紹介し, 参加を呼びかけ, また, 地域住民への

インタビューや, アンケート調査の結果, LFSスタッ

フによる取材記事, 読者からの声などを掲載している｡

③は, The Kensington Newsや The Kensington Postな

ど, 60年代に発行されていた地方新聞であり, ケンジ

ントン中央図書館では, マイクロフィルムから見るこ

とができた｡ 資料②③を合わせて読むと, LFSが,

メディアをとおして地域の話題として取り上げられて

いく過程がわかる｡

設立当時の LFSの方向性を知るうえでは, ④のピー

ター・ジェナー (Peter Jenner, 1943�) による “The

London Free School” ( Jenner 1966) は貴重な中間報

告である｡ これは, 1966年に発刊された雑誌 Resur-

genceの 7/8 月号に掲載された｡ ジェナーは, 後に,

ピンク・フロイドのマネージャーとなる人物であるが,

当時は, ロンドン・スクール・オブ・エコノミックス

の講師であり, LFSの準備段階から参加していた｡

報告書も, 学術的な執筆スタイルとなっている｡

この他に文献資料としては, マイケル・デ・フレイ

タス (Michael de Freitas, 1933�75)3) の自伝 (Malik

1968) には, LFSについてもふれられている｡ デ・

フレイタスは, LFSの関係者と住民をつなぐ重要な

役割を果たしており, 地域における LFSの活動の様

子を具体的に知ることができる｡

また, ロンドンの60年代の対抗文化的な活動につい

て記した多数の書籍 (Boyd 2006, Green 1988, Miles

2002, 2010, Nuttall 1968, Williams 2008など) やノッ

ティングヒル・カーニバルに関する文献 (Blagrove Jr.

ed. 2014, Cohen 1993, Vague 2009など) やドキュメン

タリー映像 (Gammond 2008) においても, LFSにつ

いて言及されている｡ LFSの活動が, 60年代以降,

近年においても本や雑誌に扱われてきたことがわかる｡

筆者の関心は, こうした資料を手がかりに, 当時の活

動に関わった人々に会い, 現在における彼らの語りと

当時の資料を合わせながら読み解き, 活動家 (アクター)

たちの視点から活動の方法をとらえることである｡

ジョン・ホプキンズは, ケンブリッジ大学で物理学

と数学を学んだ｡ 1958年に大学を卒業し, 原子力研究

所 (Atomic Energy Research Establishment) に就職

したが２年で辞職し, ロンドンへ移り住んだ｡ プロの

写真家の助手をしながら技術と仕事を学び, 数年後に

は独立しフリーランスとなり, 1966年までカメラマン

として活躍した｡ The Sunday Timesや Melody Maker

などのマスメディアのなかで仕事をする一方で, The

Peace Newsなどにも協力している｡

1965年には, ロンドンのロイヤル・アルバート・ホー

ルにおいてアレン・ギンズバーク (Allen Ginsberg,

1926�1997) らによる詩の朗読パフォーマンスの企画,

運営に携わり, 7000人あまりの観客を集めた｡ その後,

友人のバリー・マイルズ (Barry Miles, 1943�) とと
もに, ラブブックス (Lovebooks) を設立し, アメリ

カのビート小説をイギリスに紹介した｡ 同じ年の秋に

はノッティングヒルにおけるフリー・スクール設立を
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図１ LFSフライヤー：1966年３月８日公開集会のプ
ログラム

図２ LFSフライヤー：開催予定のクラス, 1966年３月



友人たちに呼びかけ, 翌年1966年は LFSの活動に奔

走した｡ 同年10月には, アンダーグラウンドの代表的

な新聞, The International Timesの発行に携わり, 12

月には, アメリカ人レコード・プロデューサーのジョー・

ボイド ( Joe Boyd, 1942�) と UFOクラブというライ

ブハウスを設立した｡ その後, 1967年には, 薬物使用

で逮捕され, 有罪の判決を受け収監された｡ 出所後,

1968年６月には, ITの読者からの問い合わせに対応

する部門を ITから独立させ, BITという情報提供サー

ビスセンターを設立した｡ 1969年には, 当時, 開発さ

れたばかりのビデオカメラを用いた活動を始め, その

後, 長年のパートナーとなる Sue Hallとともにファ

ンタジー・ファクトリー (Fantasy Factory) を設立,

1970年代以降は, コミュニティ・ビデオという分野を

開拓, 映像制作や教育の分野で活躍した｡

私がジョン・ホプキンズと初めて会ったのは, 2009

年の夏である｡ その頃, 私は, 図書館での資料調査と

並行して, 1960年代にノッティングヒルのコミュニティ

活動に携わった人々へのインタビューをすすめていた｡

取材をした人から別の人を紹介してもらい, 毎年少し

ずつ調査のネットワークを広げた｡

2009年８月22日に, アダム・リッチ (Adam Ritchie,

1940�) の話を聞いた｡ リッチは, 1962年から66年７
月までニューヨークに滞在し, イギリスに帰国後, 友

人のホプキンズに誘われて LFSの活動に関わるよう

になった｡ カメラマンであったリッチが, 当時 LFS

の子供の遊び場プロジェクトの様子を撮影している｡

その写真をケンジントン中央図書館で見たことがある｡

遊びに夢中になる子供たちと彼らと接する若者たちの

表情は, 厳しい生活環境のなかでも ｢楽しみ｣ を取り

入れる LFSの活動の一端を映し出しているようで印

象的だった｡ リッチからは２時間あまり話を聞いた｡

LFS 設立の経緯などの詳細については, ホッピー

(ホプキンズ) 本人に話を聞くのが良いと言い, 彼の

留守番電話に私を紹介するメッセージを残してくれた｡

リッチによると, ホプキンズへの取材申し込みは多く,

また, パーキンソン病のために体調がすぐれないこと

もあり, 彼に実際に会うことは難しいかもしれない,

という話であった｡

ホプキンズは, 2008年に, FROM THE HIP: Photo-

graphs by JOHN ‘HOPPY’ HOPKINS 1960�1966という

写真集を出版し, その翌年の2009年に, 私がロンドン

に滞在しているあいだにも, 市内の Lexi Cinemaとい

う映画館内では, ジョン・ホプキンズの60年代の写真

を展示していた｡ また, ８月12日にロンドンのハウズ

マンズ書店 (Housmans Bookshop) で “The London

Free School, Notting Hill 1966 : Counter Culture, Com-

munity Action and Carnival Roots” と題したロンドン・

フリー・スクールに関するトーク・イベントが行われ

た4)｡ ホプキンズにとっては, 自分が撮影した写真作

品とともに, 彼の60年代が改めて注目され, 病いと闘

いながらもメディアからの取材を受け多忙な時期であっ

た｡

自己紹介と LFSについて話を伺いたいという内容

の Eメールをホプキンズへ送った｡ 返信はすぐには

来なかった｡ ところが５日後に, ホプキンズ本人から

私の宿泊先へ電話がかかってきた｡ ｢とても忙しくメー

ルへの返信ができなかった｣ という丁寧なお詫びの言

葉のあとに, ｢それで, いつ会いましょうか｣ と尋ね

てくれた｡ ９月２日に彼の自宅でありビデオ制作・教

育関連の仕事場であったファンタジー・ファクトリー

を訪ねることになった｡

ノッティングヒルの60年代について関係者に話を聞

くときには, その人が関わっていた活動に関する当時

の記録のコピーを持参することにしていた｡ この日も,

LFSの議事録などの記録をまず手渡した｡ ホプキン

ズは, コピーを見た瞬間に, ｢私がタイプしたものだ！

すごいや！！｣ と言い, しばらく食い入るようにドキュ

メントを見ていた｡ 自分が40年前に作成した資料と思

いがけず対面し, 記憶の扉が開いたのかもしれない｡

ホプキンズは２時間以上話し続けた｡ その後, 2011年

を中心に, 2014年まで, 合計７回5) のインタビューを

行った｡ ホプキンズの ｢語り｣ の録音は, 20時間をこ

えた｡

2011年は, 彼にとっては人生の転換期でもあった｡

病気が進行するなかで, この年には, 生活と仕事の長

年のパートナーと別居し, ターミナルケアーを受ける

ことを想定したカウンシル・フラットへ引っ越した｡

2011年２月の旧居での最後のインタビューでは, 彼が

70年代に仲間たちと制作した記録映像を何本も私に見

せ解説してくれた｡ ３時間にわたる映像に関する集中

講義となった6)｡ 2011年７月には３回のインタビュー

を, 転居先の小さなフラットで行った (図３)｡ この

頃のホプキンズは体調がよく, 近所のカフェでのブラ

ンチや1960年代からの友人を訪問する時には私を誘っ

てくれた｡ 2014年９月14日にホプキンズと最後に会っ

たときには, 複数の介護者が交替で24時間, 付き添っ

ていた｡

以上のように, 本論文は, ホプキンズへの長時間の

インタビューと他の (元) 活動家たちへの取材, そし
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て1960年代当時に作成されたドキュメントを含むさま

ざまな資料にもとづく｡ 筆者とのインタビューのなか

でのホプキンズの話し方は, 1966年の LFS資料にみ

られる彼の文章とは大きく異なっていた｡ 当時の記録

は, 明瞭かつ具体的で, 半世紀後の現在にそれを読む

私たちにも, 現場の様子をありありと想像できる｡ そ

こでのホプキンズは, 雑務をこなしメンバーにはっぱ

をかける頼れる現場監督であり, 組織を実質的に動か

す事務局長であった｡ 2000年代のインタビューのなか

で私と話すホプキンズも, ユーモアにあふれ, 親切だっ

た｡ 彼が話す英語を私が理解できないようであれば,

別の表現で説明し直してくれた｡ にもかかわらず, ホ

プキンズの LFSに関する語り方は, 時には抽象的で

私には分かりにくかった｡ たとえば, plasticity (可塑

性), meta-organization (メタ組織), camaraderie (友

愛), zeitgeist (時代精神), happening (ハプニング)

といった単語を多用した｡

また, ホプキンズは実に豊富な話題をもつが, 話が

あちらこちらに飛ぶ｡ 脈絡なく話をしているのではな

く, ある話に登場する多数の関係者が別の話題にも関

連していて, 一つの話題のみを他と切り離して話す／

理解することは難しかった｡ ホプキンズとのインタビュー

では, あえてテーマを LFSやノッティングヒルには

しぼらなかった｡ 実際に, 彼の話は多方向に広がった｡

時には彼の幼少時の思い出, 家族や家系を遡ったファ

ミリーヒストリーに及んだ7)｡

ホプキンズは, 60年代, 70年代について多数の友人

たちのそれぞれの活動にふれながら楽しそうに語った

が, その一方でマスメディアのなかで作られた60年代

のジョン・ホッピー・ホプキンズ像に苦しまされてき

たと話した｡ ｢今の自分は, 日々体が不自由になり,

視力が衰え幻視に悩まされ, 字を書く事もパソコンを

打つこともままならず, 時には, 何もしたくなく, た

だ, ただ, 怠惰にベッドに伏せていたい気分になる｡

そんな現実とは別に, メディアのなかのホッピーのイ

メージは60年代のままである｣ と言い, ｢だが, その

おかげで, 自分が撮影した60年代の写真が売れ生活す

ることができるのだが｣, とも付け加えた｡ どんな深

刻な話をするときもユーモアを忘れず, インタビュー

アーを笑わせた｡ しだいに記憶が失われ自分が ｢愚か

(stupid)｣ になってゆくと嘆いた｡ 自分の話が録音さ

れ, 本というかたちで記憶／ヒストリーが残ることを

望んだ｡

2015年１月30日にジョン・ホプキンズが亡くなった

ことを, 私はその数日後にオンラインのニュースで知っ

た｡ 各新聞社の死亡記事には, 60年代のカリスマ的な

写真家, カウンターカルチャーの先駆者として紹介さ

れていた8)｡ ホプキンズの死後, 彼が作成した60年代

の記録や彼のインタビュー録音と文字記録を聞き, 読

み返し, 彼の追悼記事や60年代に関する文献を読んだ｡

ホプキンズがインタビューのなかで語ったマスメディ

アが作り出したホプキンズ像と彼の自意識とのあいだ

のずれは, これらの資料を改めて読み直すひとつの鍵

となった｡ ホプキンズは, 自らが新しいメディアを作

り出し, 異なる媒体を使い分け, 多様な活動を展開し

てきた｡ 時にはメディアのなかで60年代のホッピーを

自分で演出し, 同時にマスメディアの中で作られた60

年代のホッピー像に自らが縛られてきた｡

ホプキンズは70年代以降も, さまざまなメディアの

なかで60年代について語ることを求められ, それに応

じてきた｡ 自らを語り／語られるなかで, 自分の60年

代を見直し, そこで概念的な語り方のスタイルを獲得

してきたのではないかと思われる｡ 60年代に次々と新

しい活動に携わってきたからこそ, それらの全体を凝

縮し60年代という時代をつなぐ精神や斬新さを表現し

総括しながら語ることを求められてきた｡ ところが,

60年代という時代や文化や経験を共有せず, 英語ネイ

ティブでもメディア関係者でもない日本人に, 60年代
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について説明するうちに―あるいは, 彼がなぜこうし

た語り方をするのだろうというインタビューアーの疑

問の眼差しに応えて―ホプキンズは, 私との長い対話

のなかで今の自分についても語り始めたのかもしれな

い｡

ホプキンズとのインタビューは, 録音の文字記録を

編集し, Grassroots Media Zine (GMZ) 39) に, “John

‘Hoppy’ Hopkins interviews from 2009�2014” という

特集にまとめた (図４, ５)｡ そこでは, ホプキンズ

のインタビューの ｢語り｣ をできるかぎり原文にちか

い英文で掲載し, 他の活動家たちのインタビューや

1960年代当時のドキュメントや他の文献からの引用を

加えた｡ GMZでは, 調査から得た原資料をより多く

掲載し, 筆者とホプキンズとの出会いから彼の60年代

の活動と現在を追う一連の物語として描くことに重点

をおいた｡ この論文においては, LFSの活動に焦点

をあて, GMZで提示した資料を解釈, 分析しながら,

ホプキンズや関係者たちがどのようにメディアを作り

利用しながら, ノッティングヒルという地域において

活動を展開したのか, その方法を明らかにしていく｡

LFS は, 準備期間を含めると1965年末から1966年

末まで, １年あまり続いた｡ ホプキンズは, ｢私はい

ろいろな活動を始めるのはうまいんだが, 終わり方は

そうでもないな｣ と言い, LFSについても, いつど

んなふうに終わったのかは記憶していない｡ 当時の記

録やその後の文献資料から見る限りでは, LFSは,

始まりから終わりまで４つの段階があった｡ 第１に,

ホプキンズが友人たちに呼びかけ LFSについて議論

を重ねる準備段階, 第２に, ノッティングヒルの住民

たちに呼びかけ公開集会を開催し, 運営委員会を立ち

上げ, 本格的に自由学校の活動を開始する段階, 第３

に, 教育活動は限られたクラスのみにしぼり, その他

の広い意味で住民のニーズに応える地域での活動を展

開する段階, 第４に, LFSの関係者は, 地域内外で

のそれぞれの活動へと移行し, LFSという名前が消

失してゆく段階である｡ 本章では, 上記の第１と第２

段階, つまり, LFS設立と自由学校を開始する段階

をたどる｡ そのうえで次章では, 第３段階について,

LFSが教育に限定せず地域に密着した活動をどのよ

うに展開するのかを明らかにしていく｡
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LFSの理念

1965年７月, ホプキンズは, ニューポート・ジャズ・

フェスティバルを取材するために渡米し, ニューヨー

クに滞在し, さまざまな刺激を受けた｡ ニューヨーク

では, ちょうど同じ頃, Allen Krebsらが Free Univer-

sity of New York (FUNY) を開始し, 教師と学生のあ

いだの階層性をとりはらった新しい教育のかたちを模

索していた (Berke 1965, Berke ed. 1969, Krebs 1967,

Umezaki 2013, Vaughan 1966)｡ ホプキンズは, FUNY

の発想から刺激を受けイギリスへ持ち帰り, さっそく

始めたのがロンドン・フリー・スクールであった

(Miles 2010 : 186�187, Malchow 2011 : 87�88)10)｡ ジェ

ナーは, LFSとは, アメリカの自由大学運動に触発

されたアイディアであり, イギリスにおいてより一層

に保守的な体制にある教育制度と ｢ソーセージ製造機

械のような大衆教育｣ のあり方を打破しようとする試

みではあったと説明している ( Jenner 1966 : 16)｡

ホプキンズ自身は, インタビューのなかでは,

｢LFSのアイディアはどこから得たのか｣ という私の

質問にたいして, ｢たぶんアメリカの何かをモデルに

したのだろう, よく覚えていない｣ と言いそれ以上の

詳細にはふれず, しかし, 次のように話した｡ ｢LFS

が面白いのは, その可塑性 (plasticity) にある｡ こう

でなきゃいけない, といった定型はなく, 誰かが芸術

や言語のクラスをもちたければできるし, 正式な形や

シラバスはなかった｡ 全然違う考えが集まっても受け

入れ, いろいろなものがごっちゃまぜに豊かに存在し

ていた｡ それを plasticityと言うのは, つまり, そこ

には従うべきヒエラルヒーも, 学習プログラムもなく,

何も決まってないから, 何でも起こりうるという意味

だ｡ LFS とは, 言うならば, メタ組織 (meta-

organization) だ｣｡ ｢私はカメラマンとしてメディア

を意識してきたので, ストリート・ライフ (street

life) も, もう１つのメディアだと考えている｡ 私の

関心は, コミュニケーション, つまり, コミュニケー

ションと情報の政治だ｡ (いろいろな要素が混じり合

う) それが, LFSにはよくあてはまる｡ あなたが,

ある方法で音楽を教えたい, 私が別の方法で音楽を教

えたい, としてもそれでいい, 皆が同意する必要はな

い, それが LFSだ｣｡

議論好きな研究者や活動家, 独創的なアーティスト

を多数集めて, ノッティングヒルという多様な人々と

文化が混在し激しく変化する場所に外部の人間が入り

込み, 定型がないメタ組織をどうやって立ち上げ機能

させていくのだろう｡ ホプキンズは, 当時, ノッティ

ングヒルに隣接する地域 (115 Queensway, W2) に住

み, 複数の友人たちとフラットをシェアしていた｡ 国

内外からの訪問者も泊まり込み, さまざまなアーティ

ストや活動家のたまり場となっていた｡ また, ノッティ

ングヒルには, ホプキンズの知り合いのアーティスト

たちも多く住み, 彼らのあいだで地域のなかに緩やか

なつながりがあった11)｡ ノッティングヒルをフリー・

スクールの対象地に選んだのは, そこが多様な問題を

抱えた地域であることを認識したうえであるが, それ

以上に, ホプキンズたちにとっては, 仲間が集まりや

すい地域でもあったのだろう｡

ホプキンズは, ノッティングヒルやロンドンでの一

連のアンダーグラウンドな活動に関わった人々のすで

にあるネットワークをベースに, さら精力的に知人に

声をかけた｡ マイケル・デ・フレイタスは, ｢ホプキ

ンズから電話をもらい, 新しい教育活動を始めるから

集会に来ないかと誘われた｣ と自伝に記している

(Malik 1968 : 152�153)12)｡ トリニダード・トバゴ出身

で, ノッティングヒルの諸事情に精通するデ・フレイ

タスの参加は, LFSと現地をつなぐ強力な媒体となっ

た｡ アメリカ人のジョー・ボイドも, 渡英した際に,

ホプキンズに連れられ LFSの最初の集会から参加し

ている (Boyd 2006 : 134)｡

議論の共有

LFSの準備集会は毎週のように行われ, 熱い議論

が繰り広げられた｡ この頃の記録を理解するうえで重

要となるのは, ホプキンズが, ラブブックスという出

版業に携わり, かつ, 自宅に本格的な印刷機を備えて

いたことである13)｡ ホプキンズは, 中古のオフセット・

リソ・プリンターを100ポンドで購入し自分で組み立

てた｡ ホプキンズのフラットには, 仲間が集まること

ができる広さの部屋と電話があり, そして自由に印刷

機を使うことができた｡ こうした環境のなかで, 1965

年11月にフリー・スクール設立のための最初の会合が

開かれ, その後も回を重ねた｡

ホプキンズが記録した議事録は, 開催日時, 場所,

参加者名に続き, 議論別に通し番号がふられ, 発言者

の名前と議論の内容が, 具体的, かつ簡潔に記録され,

最後には, 次回の集会の開催予定と議題まできちんと

記されている｡ たとえば, 1966年２月８日開催の第６

回集会の議事録の最後には, 次の集会は１週間後の２

月15日午後９時15分に始まり, 次のような議題を扱う

予定となっている｡ ｢勧誘グループからの報告｣, ｢公

開集会の形式｣, ｢LFSのビジネス名, レターヘッド｣,
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｢LFSの場所確保の契約｣, ｢外部交渉｣, ｢グループ作

りの費用｣, ｢各種委員会報告｣, ｢LFSのミッション

原案｣, ｢募金｣, ｢その他｣, などである｡ またこの日

の議事録には付録としてボイドが作成した LFSのミッ

ションについての原案も印刷され, これをもとに次の

集会で議論すると記されている｡

そして, 翌週には予定とおりに第７回の会合が開か

れた｡ 議事録には, 最初の議題であった ｢勧誘グルー

プからの報告｣ については６項目の内容が記され,

LFSの関係者が, 住民への公開説明会に先立ってノッ

ティングヒルで組織的な情報宣伝活動を行っていたこ

とがわかる｡ たとえば, こんな内容である｡ ｢LFSの

勧誘員が, ノッティングヒル内の公営住宅や業者の賃

貸住宅を訪問したが, 住民からの反応はおおむねよい｡

公団の白人住民は, 他の賃貸住宅に住むカラードより

関心が低いようだ｣, ｢配布されたパンフレットは, 住

民にしっかり読まれている｡ 住所の記載など一部の修

正が必要である｣, ｢ポスターは, なんとかしてお店の

ショーウィンドーに貼らせてもらうべきだ｣, ｢パンフ

レットは１日２回ラッシュアワー時に配布するのが効

果的である｣, ｢勧誘員からの情報は記録カードに記し

LSE (London School of Economics) で分析中である｡

肯定, 否定的意見がある｣, ｢勧誘の方法について, 帰

宅途中の通行の邪魔をしない, 子供がドアを開けても

中に入らない, などの注意が必要である｡ 詳細はセク

レタリーの記録を参照のこと｣, ｢18時間しか宣伝, 勧

誘の時間を確保していないが, 人数が絶対的に不足し

ている｣, ｢最後の10日間にはとくに女性勧誘員が来て

ほしい｡ また情報収集, 記録の人員も必要である｣｡

同議事録にはさらに, ノッティングヒル内に LFS

の場所を確保するための契約や, 活動の諸経費のこと

から, LFSのビジネスレターのデザインについてま

でふれられている｡ LFSのノッティングヒルでの新

しい拠点となる建物の家主は, ジョン・ミッシェルと

マイケル・デ・フレイタスであるが, 彼らの好意によっ

て, 地下室を１年６ヶ月無料で借りることになった｡

LFSの住所は, その後, 26 Powis Terraceとなり, こ

の建物の地下が事務所となった｡

２月15日午後９時過ぎに始まった集会は, おそらく

夜中まで続いたことであろう｡ ホプキンズは会議後す

ぐにこの膨大な議論をまとめ, 次の議題も合わせてタ

イプしたものを, 印刷して関係者に手渡し, あるいは

郵送した｡ 議事録だけでなく, ホプキンズは重要な局

面では, タイプした手紙を印刷し関係者に送り一人一

人に呼びかけている｡ たとえば, ３月８日の公開集会

の翌日, ３月９日には, ｢重要, 注意深く読むように｣

という見出しで, 長文のメッセージを配布している｡

次のよう内容である｡ ｢親愛なる友人へ, 公開集会は

終わり, それなりの成果はあったが, これからが LFS

を本格的に機能させていくうえで正念場である｡ 現段

階では, 何の方向性も決まってはおらず, 何も始まっ

てはいない｡ 次の日曜日２時半からのハウズマンズで

の集まりでは, 運営委員会を立ち上げ, そこから LFS

は動き出す｡ そのためのとても重要な集会である｡ 万

が一, 別の予定が入っている場合でも, どちらが大事

か, よく考えてほしい｡ 次の集会に欠席し, そこで決

まったことにたいして, 後から変更はできない｡ 何を

おいても参加するように｣｡ 追伸には, その前日の土

曜日には, LFSの新事務所で清掃大会をするから,

ボロ布をもって参加してほしいと呼びかけている｡

議事録は, 住民や読者に届けるニューズレターとは

異なり, 関係者に配布される基本的には内部資料であ

る｡ こうした記録をこれほど丹念に残すのは, ホプキ

ンズの性格によるところも大きいが, それだけでなく,

メンバーシップや規則にしばられず誰でも参加できる

有志の集まりを組織化するうえで, 不可欠な方法であっ

たにちがいない｡ LFSを設立し, 活動を実施すると

いう現実目標に向けて, 準備集会で, 何を議論, 決定

し, 次に何をするのかを, 参加者だけでなく議論に参

加していない欠席者にも伝え, ルールによってではな

く, 自分達の足跡を記録に残すことによって情報を共

有し, 次を策定していくというやり方が生み出されて

いった｡

自由学校の挫折

LFSは, 1966年３月８日に St. Peter Church Hallで

住民への説明会を開催し, ｢最初の公開集会に集まっ

た120人のうち50人以上が地域住民で, LFSの趣旨説

明にたいする反応も良かった｣ ( Jenner 1966 : 17)｡

住民の意見もとりいれ, LFSは地域の人々とさまざ

まな種類のグループを立ち上げた｡ ４月４日付の最初

のニューズレター (The Gate, Vol. 1, No. 1) には, LFS

が提供する予定の15ほどのグループ名が並び, 担当者,

場所, 時間などが記されている14)｡ たとえば, ｢労働

組合｣, ｢写真｣, ｢英語 (一般)｣, ｢英語 (読み書き)｣,

｢比較宗教｣, ｢音楽｣, ｢住宅＆移民｣, ｢法律｣, ｢現代

史＆世界権力構造｣, ｢家族・子供・メンタルヘルス｣,

｢ダンス｣, ｢時事問題｣, ｢経済｣, ｢演劇｣ などである｡

大学の講義科目や左翼系団体の勉強会に見られるよう

なグループ名もあれば, アート系のグループも多い｡
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それまでノッティングヒルにおいて存在しなかった自

由な発想のもとで準備された多彩な活動ではあったが,

ジェナーによると, 実際に蓋を開けてみると, ｢何も

起こらなかった (nothing happened)｣｡ ｢実際には LFS

の活動は予定とおりには始まらず, さらに悪いことに,

一部のクラスをのぞいて, 地域の住民がほとんど参加

しなかった｣, ｢今後は, 自由学校の理念の原点にもどっ

て, ネイバーフッド・スクールとして, 住民のニーズ

に応えた活動を展開するべきだ｣ と述べている

( Jenner 1966 : 16�17)｡

ホプキンズは, グリーンのインタビューのなかで,

｢ノッティングヒルのフリー・スクールは, 一種のペ

テン (scam) だった｡ アイディアは盛りだくさんだっ

たけれど, それだけの内容はなくて充分に機能しなかっ

た｣ (Green 1988 : 96) と述べている｡ たしかに, 理

想と現実とはかけ離れていたようだが, しかし, マイ

ケル・デ・フレイタスやローン・ラスレット

(Rhaune Laslett : 1919�2002)15) など, ノッティングヒ

ル住民が開催したクラスには人が集まり盛況だった｡

たとえば, デ・フレイタスは, 彼が LFSで開講し

た英語のクラスの様子を自伝に詳しく記述している｡

要約すると次のような内容である｡ デ・フレイタスは,

ホプキンズにどんなクラスを担当したいかと問われ,

英語の読み書きができない移民のために基礎英語のク

ラスを開きたいと考えた｡ ｢私の最初のクラスには,

たくさんの中高年のアイルランド人, アフリカ人, そ

れから一人だけウエスト・インディアンが参加した｡

多くはアルファベットも知らなかったが, ここからど

んな奇跡が起こるのか期待の眼差しで私を見つめた｣｡

｢まずは, 教育が人生にとってどれほど価値があり彼

らの子供たちにとっても役立つものであるかを述べ,

それから私自身の移民としての体験を話し, 参加者に

それぞれの体験を尋ねた｡ すると, 誰もが堰を切った

かのようにノッティングヒルでの苦労話や密かな楽し

み, 困っていることを話し始めた｡ そこで, 黒板に彼

らの話のポイントを綴り, その単語を書き写させる｡

そこから, 少しずつ文字を学び字が書けるようになっ

ていった｣ (Malik 1968 : 154�155)｡

様々な人々が集まり情報を共有し何かを生み出す創

造的な活動, という LFSの理念を理解し, 地域に暮

らす人々に実践をとおして伝えたのは, 自由学校とい

う概念を持ち込んだ識者やアーティストではなく, さ

まざまな経緯をへてノッティングヒルに移住し, 情報

や人が集まる場がどれほど大切か, 人々が何を必要と

しているかを, 身にしみて知っているデ・フレイタス

やラスレットだったのかもしれない｡ 彼らが媒体となっ

て, LFSは, 自由学校というよりは地域のニーズに

応えた活動へと展開していく｡

４ LFSのメディア展開

地域の情報を伝えるニューズレター

LFSの活動の方向転換をよく示しているのが, ニュー

ズレターの名称変更である｡ 1966年４月に発行された

最初のニューズレターのタイトルは The Gateであっ

たが, ５月には The Groveとなった｡ Gateとは, ノッ

ティングヒル南部の Notting Hill Gateの略称であり,

LFS関係者やアーティストにとっては馴染みが深い

場所であった｡ しかし黒人たちにとっての拠点はむし

ろ北部の Ladbroke Groveであり16), 地元の人々は略

して Groveと呼んでいた｡ LFSの関係者たちは, 最

初は自分たちにとって身近な Gateをニューズレター

のタイトルにしたが, やがて, 自分たちよりも住民に

とって親しみがある地名を用いるほうが, 地域に密着

した印象を読者に与えるのではないかと考え, The

Groveに名前を変えた17)｡

そして LFSの存在を地域内外に広く知らせること

になったのは, ボクシング世界ヘビー級チャンピョン,

モハメッド・アリのノッティングヒルへの訪問である｡

マイケル・デ・フレイタスがアリ側と交渉し, ５月21

日にヘンリー・クーパーと対戦するためにロンドンに

滞在していたアリを LFSに招待した｡ 1966年５月15

日午後３時に, 世界チャンピョン本人がラスレットの

自宅を訪ね, そこで開かれていた子どもたちのクラス

に参加した｡ 滞在時間はわずか10分ほどであったが,

周囲の道路には大勢の人々が詰めかけ新聞がその様子

を報道した18)｡ ５月23日発行の LFSのニューズレター

の巻頭には写真入りで, その時の様子を詳しく伝えて

いる (The Grove, Vol. 1, No. 4)｡ 同じページに, THE

GROVEの文字の下に, ｢ノッティングヒル・ネイバー

フッド・ニューズレター｣ と記し, 住民に次のように

呼びかけている｡ ｢The Groveは, ノッティングヒル

の住民のための情報誌です｡ 皆さんの考えやさまざま

な情報を掲載することができます｡ あなたの子供が参

加できるプレー・グループの活動が, 近所のどこにあ

りますか｡ この地域で誰かと組んで音楽をやりたいと

思ったときどうしますか｡ 空きスペースを貸し出した

い, 家賃を低くおさえたい, そんな要望はありません

か｡ あなたの問いへの回答がみつからない場合も情報

の探し方がわかるかもしれません｣｡
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また, 同号には, ｢LFSとは何か｣ と題して次のよ

うに説明している｡ ｢ロンドン・フリー・スクール,

略して LFSは, 1966年３月にノッティングヒルに設

立されました｡ 日々の暮らしのなかで生じるさまざま

な疑問, 問題を, 一緒に集まって議論する, そんな場

があればと考えたからです｡ たとえば, 学校というシ

ステムや, 小さな子どもたちが利用できる施設や, 法

律の問題や, 住居, 賃金, メンタルヘルス, といった

問題について知りたい, 住宅関連団体や, 消費者協会,

スポーツや看護のグループをどうやって始めればよい

だろう, 個人では対応できない緊急の問題が生じたら

どう対処するのか, どうやったら演劇や音楽や絵画な

どの趣味を始めることができるだろうか｡ こうした問

題にたいして, 手始めにまず, 小さなグループを作っ

て話し合い, いろいろな分野の専門家を招いて情報を

提供してもらうことができたら, 最も良いのではない

でしょうか｡ . . . .なお, LFSは, 政治的, 宗教的活動

ではありません｣｡

同じページには, 小さくではあるが, ｢ストリート・

カーニバル｣ という見出しの記事も掲載されている｡

｢７月にストリート・カーニバルを予定しています｡

住民の参加希望, ご意見など, ぜひお寄せください｡

連絡はジョン・ホプキンズ, PAR 1489, ローニ・ラ

スレット PAR 9883まで｣｡ また, ｢広告｣ も募集して

いる｡ ｢The Groveに広告を出してあなたのビジネス

の収益を増やしませんか｡ このニューズレターは, 現

在は4000人の読者がいますが, 潜在的には40000人以

上と考えています｡ というのも, The Groveのコピー

は, ノッティングヒルの住民のあいだで回し読みされ

ているからです｡ あなたのコミュニティの顧客に知ら

せるために, THE GROVEをご利用ください｡ ご連

絡は, 26 Powis Terrace W 11へ｣｡ デ・フレイタスに

よると, モハメッド・アリの来訪によって LFSへの

注目が集まり, The Groveは2000部を売り上げ, LFS

がすすめている子どもの遊び場を作るプロジェクトへ

の寄付も集まった (Malik 1968 : 156)｡

The Groveの次の号 (Vol. 1, No. 5, 23 May 1966) で

は, 巻頭で, ｢September Fayre｣19) と題して, 1966年

９月にノッティングヒル・フェアを開催するとして,

実行委員のラスレットへのインタビューを掲載してい

る (図６)｡ 彼女の自宅が実行委員会の住所となって

いる｡ この号では, フェア期間, ９月18日 (日) から

24日 (土) までの毎日のイベント予定まで告知してい

る｡ そして, 忘れずに寄付を呼びかけている｡ 同号で

はまた, ｢なぜ, 変わるのか？｣ と題して, LFSの現

状と展望について次のように率直に述べている｡ ｢３

月の集会では, いろいろなクラスを始める計画でした

が, 実際には参加者がほとんど集まりませんでした｡

現在は, 音楽などの一部のクラスを継続しています｡

今後は, 地域の人々とのつながりを深めながら, LFS

はコミュニティの人々の関心や要望に応じたいくつか

の活動を展開していくつもりです｡ たとえば, 子供た

ちの遊び場作りのプロジェクトや, また週に２回のシ

ニアとジュニアのボクシングクラスや, 10代のグルー

プの活動も新たに始める予定です｣｡

The Groveは, LFSの活動についてだけでなく, ノッ

ティングヒルの他のコミュニティ活動の紹介や, 時に

は地域のゴミ問題や警察や行政への要望を尋ねるアン

ケート調査を行いその結果をまとめて掲載している｡

ジャンルを問わず住民に役立つ町の情報を提供しよう

とした20)｡

地方新聞との連携

1966年７月以降の LFSは, ９月に開催予定のカー

ニバルと子供の遊び場作りプロジェクトに集中してい

く｡ また, 地域の商業新聞が LFSに注目するように

なってからは, 新聞紙上でより詳しく, 随時に LFS

に関するニュースが報道されるようになった｡ とくに,

カーニバルに関しては, ケンジントンを中心とする新

聞２紙, The Kensington News と The Kensington Post

に計画が詳しく掲載され (図７), その後も, カーニ
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バル実施に向けての途中経過がしばしば報道された21)｡

ケンジントン地方行政は, LFSが主催するノッティ

ングヒル・フェアの開催を支持し助成金を出すと発表

した後に, 理由を明確にしないままその決定を取り消

した｡ その背景には, マイケル・デ・フレイタスが率

いる黒人の過激な政治団体22) と LFSとの関係がある

と考えられた｡ LFSのセクレタリーとしてラスレッ

トが The Kensington Newsからの取材を受け, この問

題について問われ, ｢デ・フレイタスの黒人ムスリム

の運動と LFSとは, 関係はありません｡ LFSは, 行

政からの圧力に屈せず９月のフェアを実施する予定で

す｡ そのための寄付も募っています｣23) と述べている｡

カーニバル実施に向けての紆余曲折をへた過程が随時

に新聞に報道されることは, 地域住民にノッティング

ヒルで行われる新たなイベントについて知らせる効果

はあった｡

ところで, 地方新聞における LFSに関する記事に

は, ホプキンズの名前は見られない｡ LFSが方向転

換しより地域に密着した活動を展開していくと, 活動

の中心やメディアへの対応はラスレットら地元住民や

それぞれの活動の担当者に委ねられた｡ ９月のカーニ

バルは成功したが, しかし, 充分な資金は集まらず,

かかった費用を充当する必要があった｡ このため, ホ

プキンズやボイド, ジェナーたちは, ノッティングヒ

ルにある All Saints Church Hallでコンサートを開催

して活動資金を作ることにした｡ ９月末から毎週行わ

れたライブに何度も出演したのが, 当時無名だったピ

ンク・フロイドであった (Boyd 2006 : 135)｡ イベン

トは成功し, 1966年12月には, ホプキンズとボイドは,

ライブショーを行う UFOクラブを設立し, 1966年末

には, LFSとしての活動は行われなくなった｡

５ 情報と人と場所をつなぐ

LFSは自由学校として始まり, とりとめなく消え

た活動であるかのような印象を受ける｡ しかしホプキ

ンズが関わった60年代の一連の活動として LFSを見

ると, そこには共通する思想と方法があることがわか

る｡ ホプキンズの活動のキーワードは ｢ハプニング｣

である｡ 1950年代末から60年代にかけて北米やヨーロッ

パを中心としてひろまった前衛的な芸術運動のひとつ

のスタイルであるが24), ホプキンズ自身は, インタビュー

のなかで次のように説明している｡ ｢ハプニングの哲

学とは, あなたが何かイベントを準備するとする｡ し

かし, そのイベントの目的を完全には決めてしまわな

い｡ そこで実際には何が起こるかは定かではない｡ ハ

プニングの精神はたいへん重要で, いろいろな状況の

なかで応用できる｣｡ ホプキンズの活動とは, ｢何かを

達成する｣ ことが目的ではなく, 多様な人々がある場

を共有し他者と接することで互いが触発され ｢何かが

生じ｣, そこで生まれた出会いや成果を共有し, 参加

者がそれぞれに自分たちの次の活動へ活かしていくこ

とである｡ ホプキンズの関心は, 情報を共有するため

の媒体とハプニングを生み出す仕掛けを作り出すこと

であった｡

ホプキンズにとっての情報とは, それぞれの人生の

経験であったり, 発想であったり, 表現であったり,

スキルであったりする｡ 彼が, あえてオルタナティブ・

メディアやコミュニティ・メディアにこだわるのは,

あるニュースをできるだけ多くの人に届けようとする

マスメディアの発想ではなく, 社会において少数の立

場にある人々にとって必要とされる情報をも届けられ

る媒体作りを意識しているからである (GMZ1 : 7�8)｡
1960年代後半に, ホプキンズは友人たちと一緒にさま

ざまなメディアを作りだしてきた｡ 1965年に, アレン・

ギンズバークらによる詩の朗読イベントを開催したと

きにホプキンズは, 多くの人々がこうした表現やイベ

ントに関心があるのに, 関連情報を得る／伝える媒体

がないことを痛感した｡ このイベントの後すぐに, ホ

プキンズはマイルズとラブブックスを立ち上げウィリ

アム・バロッズらのビート小説をイギリスに紹介し,
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また The Longhair Times という雑誌を刊行した｡ そ

して, 1966年10月には最初の The International Times

を発行した｡ ITの最盛期25) には, とくに1968年５月

以降, 事務所にさまざまな内容の問い合わせ電話が殺

到した26)｡ この状況をみて, ホプキンズが提案して IT

からは独立した BITという情報サービスセンターを

設立した｡ そこでは, 情報を分類, 蓄積する仕組み

(memory bank)27) を作り, 利用者からの電話での問い

合わせに対応した (図８)｡

自由学校のアイディアもまた, ホプキンズにとって

はある種の情報共有の仕組みであった｡ つまり, 地域

内外のさまざまな人々が, 互いの経験やスキルや知恵

を学び合い情報を共有することができる開かれた場所

を地域に作ろうとした｡ LFSは自由学校としてはう

まく機能しなかったが, それでも, ホプキンズたちは,

紙媒体を巧みに使いながら LFSの活動を地域に展開

させていった｡ そこでの情報やメディアの作り方, 使

い方には, ホプキンズが関わった他の活動にも共通す

る次のような方法が見られる｡ 第１に, 現状を注意深

く観察し記録する｡ 第２に, 活動のターゲット層から

情報を収集し分析する｡ 第３に, 情報を発信する際に

はデザインを工夫する｡ 第４に, 複数のメデイアを組

み合わせる｡

LFSの場合は, ホプキンズが作成した集会の議事

録が, 第１の参与観察の記録のわかりやすい例である｡

ホプキンズは毎回, 長時間にわたる議論を項目に分け,

通し番号をつけ, その内容を几帳面に記録に残した｡

さらには, 議事録を印刷して関係者に配布し, 集会の

参加者だけでなく欠席者とも情報を共有した｡ この記

録は, 彼らの活動に関心をもつ人には議論の経緯を知

る貴重な資料となった｡ こうした記録は, 強固な規則

や力関係によらずに, さまざまな人をある活動の流れ

に引き寄せメタ組織を動かしていくひとつの方法でも

あった｡

また, 第２の情報収集と分析が, LFSにおいても

積極的に行われたことは, 議事録やニューズレターか

らもよくわかる｡ LFSでは, 地域での最初の公開集

会を開くまでに, ノッティングヒル内での訪問調査を

行い, フリー・スクールについて説明すると同時にそ

の反応や意見を聴取し, それをカードに記録し, 大学

で分析した｡ また, より効果的に広報活動を行うため,

ポスターを街のどこに貼るのか, フライヤーを配布す

る場所や時間帯 (ラッシュアワー時の駅前など) を観

察し検討している28)｡ それでも, LFSの活動は, 最初

は関係者の思いばかりが先行し利用者のニーズと合わ

ず頓挫し, その後の LFSの活動では, 地域のなかで

の問題や要望をさらにとりいれていった｡

LFSは, 情報を伝達するだけでなく, それをどの

ような ｢形｣ にして伝えるか, ｢見せ方｣ を工夫した｡

これが第３の発信とデザインである｡ たとえば, ポス

ターやフライヤーやニューズレターの文字のロゴやレ

イアウトやイラストを意識して作成している｡ LFS

やシンボルとしての記号, IT, UFO, BITといった名

称や略称, それを示すデザインも, 偶然ではなく, ア

ルファベットの並び方や音の響きやそこで連想される

意味が, 選ばれて形づくられている｡ ノッティングヒ

ルのニューズレターの編集には, 写真家やグラフィッ

ク・デザイナーも参加している｡

第４の異なるメディアの組み合わせは, LFSの活

動においてとくに注目すべき点である｡ LFSは自分

たちで情報を発信しただけでなく, 地域の既存の商業
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メディアも有効に活用した｡ また, こうしたメディア

を引き寄せるタイミングが絶妙である｡ モハメッド・

アリを LFSに招き, LFSの存在を地域にアピールし,

同時に, ノッティングヒルでのフェスティバルの計画

を発表する｡ 翌月には, フェスティバルについての詳

細な計画を地方紙に発表し, The Groveでは, ラスレッ

トがさらにコメント加え詳しく伝えている｡ 地方新聞

にとってもLFSは, 地域住民が関心をもつネタを提

供してくれるひとつの情報源となった｡ また LFSの

関係者も新聞の紙面を利用し, 自分たちの活動につい

て地域住民に訴え呼びかけていった｡ 地方２紙はどち

らも, ｢体制からの圧力｣ に抗する LFSの姿勢に概ね

好意的で, LFSは新聞や地域のビジネスともうまく

つきあいながら, ９月のイベントの準備や資金集めを

すすめた｡

LFSの短い活動は, ノッティングヒルの暮らしの

なかにある特定の問題を解決したわけではない｡ ノッ

ティングヒルの住民は, モハメッド・アリの訪問やカー

ニバルといったイベントについては記憶していたとし

ても, 多くの人々はそれらの主催者であった LFSの

存在は覚えていないだろう｡ しかし, 1960年代半ばの

ノッティングヒルにおいて, メディアによる地域の活

性化を促したという点では, LFSはコミュニティ活

動の１つの方法として先駆的な取り組みであった｡

LFSが支援したノッティングヒル・フェスティバ

ルは, 地域のストリートを練り歩くパレードだけでな

く, 地域の各所で, さまざまな音楽や踊り, 演劇や詩

の朗読, 花火やいろいろなアトラクションを織りまぜ

た29)｡ こうしたイベントの企画は, LFSがオリジナル

に発案したのではなく, ラスレットら地域住民が以前

から考えていたアイディアを, LFSが引き出しその

実現を支援したものであろう30)｡ しかし, LFSが主催

者として関わることによって, 地域内外のパフォーマー

をノッティングヒルに招き, また地域のメディアや住

民が注目し話題となることで, より多くの観衆を集め

た｡ LFSがあいだにたって地域が潜在的にもつ文化

的要素と人材をひきだし, LFSの関係者が地域外に

もつネットワークを活用し１週間にわたるイベントを

実施することができた｡ LFSとは, ホプキンズが言

うように固定した組織ではないがゆえに, 多様な人々

を巻き込み形をかえながらも情報と場所と人をつなぐ

地域のひとつの媒体となりえたのである｡

お わ り に

｢アイディア (人々の潜在的な意識)｣, ｢人材 (多様

な人々のネットワーク)｣, ｢媒体 (異なるメディアや

資金)｣, ｢場所 (多様性が出会うスペース)｣ が, それ

ぞれ別に存在していてもハプニングは生じない｡ これ

らをどのタイミングでつなぎ機能させるのか, その一

つの方法が, この論文で述べてきたホプキンズと LFS

の情報とメディアの使い方である｡ ホプキンズはイン

タビューでは, 彼が関わったどの活動についても, 自

分の功績としては語らない｡ 彼は, ｢自分はリーダー

ではなく, オーガナイザー｣ だといい, ｢よく観察す

ることだ, 人々が何を望んでいるかを｡ それさえ間違

わなければうまくいく｣ と話した｡ ホプキンズは, 人々

が求めているものを形にする最初のアイディアを提示,

実践するが, それがある程度, 軌道にのると, 自身は

また別の活動を始めた｡ 自分が関わった活動が, その

後, 誰がどのように引き継ぎ展開するかについては深

くは関与しない｡ それでも LFSの名前が消えたあと

も, ノッティングヒルでのフェスティバルは毎年開催

され, LFSが関わったプロジェクトは, 別の組織と

して地域のなかで継続された31)｡ その後の地域の活動

において, 人々がどのように自分たちのメディアを作

り出し, 時には商業メディアを利用しながら運動を展

開していくかについては, 改めて論じたい｡

また, 1968年２月には, Free University of New

Yorkをモデルにした Anti-University of London32) が開

設された｡ The International Times, No. 24 (19 January

1968) の紹介記事では, この ｢大学｣ では教師と生徒

が互いに影響し合う創造的な場を作り出すという発想

に基づいている, と述べている｡ LFSもその２年前

に同じ趣旨の活動を試みたが, FUNYの発想をノッティ

ングヒルにおいて実践するなかで, より地域のニーズ

に応じた活動へと変わっていった｡ しかし, アンチ・

ユニバーシティも, 当時の前衛的なアート活動も, ホ

プキンズが関わった LFSも UFOクラブも ITも BIT

も, それぞれが別のものとして存在していたわけでは

なく, ホプキンズがいう ｢さまざまな人々が織り成す

タペストリー｣ (人脈) と従来の価値観を打ち破り社

会を変えることができると考える時代の空気 (時代性)

のなかで, つながりながら形を変えて生み出されたも

のである｡ 1960年代のノッティングヒルの活動を, 地

域における文脈とグローバルな時代の動きのなかでと

らえながら, さらなる調査研究をすすめていきたい｡
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注

1) John Hopkinsは, イギリス, バクシャー県スロー

(Slough, Berkshire) 出身, 高校時代から60年代以降

も人々から Hoppyという愛称で親しまれてきた｡ 私

がフィールドワークのなかで出会った人々も, 彼をホッ

ピーと呼んでいた｡ LFS関連の一次資料には, John

Hopkinsと記されているが, 60年代に関する文献には,

フルネームではなく Hoppy, あるいは, John ‘Hoppy’

Hopkinsと記されていることがある｡

2) 2015年度の英米でのフィールドワークの一部は, 科

学研究費補助金, ｢多文化社会におけるコミュニティ

活動とメディア戦略に関する実践的研究｣ (基盤研究

B, 海外学術調査, 研究代表者西川麦子, 2015�2018
年度) を得て行われた｡

3) マイケル・デ・フレイタスは, トリニダード・トバ

ゴ出身, 1957年にイギリスに移住し, ノッティングヒ

ルにおいては, 悪徳不動産業者として知られるピーター・

ラックマン (Peter Rachman, 1919�1962) の元で働い

た｡ 1965年は, RAAS (Racial Adjustment Action Soci-

ety) と呼ばれる黒人政治グループを立ち上げ, 人々

からはマルコム Xにちなんでマイケル Xと呼ばれる

ようになった｡ Michael Abdul Malikとしても知られ

た (たとえば1968年に出版された自伝の著者名)｡ ト

リニダード・トバゴにおいて殺人罪に問われ, 1975に

死刑が執行された｡

4) Housmans Bookshop (5 Caledonian Road, London,

N1) は, 1945年から営業し, The Peace Newsの発行

など, 長年にわたり平和運動の拠点にもなってきた｡

2009年８月12日のイベントでは, ヒストリー・トーク

のメンバーでもあるトム・ベーグ (Tom Vague) が話

した｡ 20人ほどの参加者のなかには, ノッティングヒ

ルの地域活動に携わってきた人も含まれ, それぞれの

経験をもとに率直な意見が交わされた｡ LFSは, 当

時の資料によると1966年３月にハウズマンズで集会を

開いているが, そうした記憶について語る人や, その

頃のノッティングヒルは, コミュニティ活動, 労働者

階層の運動, 対抗文化的な活動など, 多様な活動が入

り乱れ互いにうまく関係していなかった, といった発

言も飛び出した｡

5) ジョン・ホプキンズとのインタビューは, ロンドン

にある彼の自宅で2009年９月２日, 2011年２月19日,

25日, ７月13日, 15日, 17日, 2014年９月14日に行っ

た｡ １回２時間から４時間ほどである｡ また, Eメー

ルをとおしてしてホプキンズが補足説明をしてくれる

こともあった｡ パーキンソン病が進行し, メールの文

章は短くなったが, ユーモアを忘れず暖かい言葉が添

えられていた｡

6) ホプキンズは, インタビューでは, 70年代以降のコ

ミュニティ・ビデオに関する活動についても多く語っ

た｡ 彼は, 私のフィールドワークにも関心をもち, 互

いの方法論の共通点と違いについて話し合った｡ ホプ

キンズにとって私は, 時には彼のライフストーリーの

聞き手であり, 時には彼からコミュニティ・メディア

について学ぶ生徒であり, 時には互いの方法論につい

て議論する相手でもあった｡

7) ホプキンズは, 60年代以前についてもよく話した｡

たとえば, 自分の母の語りを映像と音声に記録したこ

と, 英領インドで建築家として働いていた祖先が登場

するファミリーヒストリー, エンジニアであった父と

の関係, 子供時代の将来の夢, 第２次世界大戦後のア

メリカ軍の存在とイギリスへの影響, 大学時代, 卒業

後の原子力研究所での就職, 仲間とソビエト連邦を旅

した話, などである｡ ホプキンズのファミリーヒスト

リーや英領インドについての話から, 60年代のアンダー

グラウンド界のカリスマ的人物が, 特異な環境のなか

から生まれたのではなく, スチュアート・ホールがい

う ｢1960年代に伝統的な諸階級の間を移動する人々が

大勢現れ｣ (Hall 1996, 小笠原訳1996 : 19�20), ホプ
キンズもその一人であったことがわかる｡

8) “John ‘Hoppy’ Hopkins : Photographer of London’s

swinging sixties dies”, The Independent, 31 January 2015.

“John Hopkins : Charismatic photographer, activist and

leading figure in London’s counterculture of the sixties”,

The Independent, 3 February 2015. “John ‘Hoppy’

Hopkins obituary : Photographer, writer and activist was

a leading figure of 1960s British counterculture” by Joe

Boyd and Val Wilmer, The Guardian, 15 February 2015.

“John ‘Hoppy’ Hopkins, photographer-obituary”, The

Telegraph, 20 February 2015.

9) Grassroots Media Zineとは, 筆者がこれまでに関わっ

てきたイギリス, アメリカにおけるコミュニティ活動

に関する調査やメディア実践について記した自主制作

雑誌である｡ フィールドワークをとおして出会った人々

の ｢語り｣ や資料を英文で記録し, 調査協力者や読者

と情報を共有, 交換するメディアを作りたいと考え,

2012年から不定期に発行している｡ Mugiko Nishikawa

が執筆, Thomas Garzaが編集している｡ GMZ3 (A4

版, 70頁) では, John Hopkinsを Hoppyと記し, ロ

ンドン・フリー・スクールの活動とホッピーが語る60
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年代, そしてメディアのホッピー像と現実とのギャッ

プ, などの内容を扱っている｡ こうした雑誌発行は,

コミュニティラジオ番組制作と同様, 筆者が英米での

調査から学んだ草の根活動におけるメディアの使い方

を応用し, 自らが実践することをとおしたフィールド

ワークである｡

10) Graham Keenは, Greenのインタビューのなかで,

｢ホプキンズがアメリカから持ち帰ったアイディアの

ひとつは自由学校で, もう１つがアンダーグラウンド

の新聞であった｣ と述べている (Green 1988 : 93)

11) Michael Horovitzは, Greenのインタビューのなか

で, ｢60年代のノッティングヒルとその周辺には, た

くさんのアーティストが住んでいて, 特別に親しいと

いうわけでもないけれど, 顔見知りだったり, 時には

お茶を飲んで話したり, そんな緩いつながりのコミュ

ニティ (a loose-knit community) があった｣ と述べ,

そうした多くのアーティストの一人に Hoppyの名前

をあげている (Green 1988 : 14)｡

12) マイケル・デ・フレイタスは, ホプキンズからの

LFSへの勧誘の電話の内容や彼のフラットで行われ

た集まりについて記述している｡ ｢ジョン・ホプキン

ズ, ホッピーが, 電話のなかで話した参加者の名前に

は, 自分の友人もたくさん含まれていた｣, ｢集会の参

加者の議論はおそろしく純粋で情熱的で, その熱気に

呑み込まれそうだった｣, ｢私は, 地域 (ノッティング

ヒル) で何が必要とされているかについて話し, 彼ら

の考えていることは興味深くうまくいくと思うと言っ

た｣ (Malik 1968 : 154�155)｡

13) ホプキンズは常に, 最新のテクノロジーに関心をもっ

た｡ 60年代の彼の話のなかには, 自家用車, スクーター,

電話といった交通手段, 通信機器や, カメラ, プリン

ター, ビデオカメラといった機材が登場する｡ カメラ

は, 1958年にケンブリッジ大学の卒業祝いに名親から

贈られ使い始め, 1960年代にロンドンに来てプロのカ

メラマンの助手をして仕事を学んだ (Hopkins 2008 :

159)｡ ホプキンズは, 1965年７月にニューヨークに

滞在するアダム・リッチを訪問した際には, 彼の自宅

からニューポート・ジャズ・フェスティバルのチケッ

トや航空券を, 夜間でも電話で数分のうちに手配でき

ることに驚き, 強い関心をもった｡ LFSの議事録や

ニューズレターにも, ホプキンズの電話の連絡先が記

載され, 不在の場合はメッセージを残す録音機能を活

用している｡ 1967年に Sonyがポータブルのビデオレ

コーダーをヨーロッパで紹介した際にもいち早く目を

つけ, 1968年には, Sonyと直接に交渉し機材を借り,

実験的に使いその結果を報告した｡

14) Trade Unions (Group leader : Marc Kornfeld), Photog-

raphy (Graham Keen), English general (Irving Fuchs,

Havia Alswang), English Language reading, writing

(Dave Conroy, Michael de Freitas), Comparative Relig-

ion (Pete Figueroa), Law (Lawrence Collins), Music

(Dave Tomlin), Housing & Immigration (George Clark,

Peter Jenner), Modern History & World Power Struc-

ture (Pete Roberts), Play Group for 5�11 years old

(Mrs. Laslett), Teenage Group (Mrs. Laslett), Family,

Children & Mental Health (Mrs. Laslett, Dr Phil

Epstein), Dancing (Sherry Lynton), Current Affairs

(Secretary, LFS), Economics (Peter Jenner), Drama

(Secretary, LFS)

15) LFSや当時の資料には, Rhauneではなく Rhaunie

Laslett, あるいは Mrs. Laslettと記載されている事が

多い｡ ｢ローン・ラスレットはロンドンに生まれたが

母は, ノースカロライナのアメリカ・インディアン出

身, 父はロシア人である｣ (Cohen 1993 : 10)｡ ノッティ

ングヒルで地域の活動に携わり, LFSでは, 自宅で

子供のためのクラスを複数担当した｡

16) The Gate, Vol. 1, No. 2 には, デ・フレイタスが,

｢Gateは, フリー・スクール系の人たちのあいだでは

馴染みが深いように, 黒人のあいだでは, Groveが自

分たちの拠点だ｣ と記している｡

17) Courtney Tullochは, Greenのインタビューのなか

で ｢白人のヒッピーたちは, Notting Hill Gateを Gate

と呼び, 黒人たちにとっての中心は, Ladbroke Grove

だった｡ ホッピーは, 黒人たちとのつながりを示すた

めに, 雑誌名を The Groveに変えた｣ と述べている

(Green 1988 : 102)｡

18) “Clay in Notting Hill, surprise visit to school’s play

group”, The Kensington Post, 20 May 1966,

19) Fayreとは Fairの古英語｡

20) The Grove, Vol. 1, No. 5には, 編集協力者の名前が

掲載されている (Soe Harries, Mike McInnenny, Mike

Laslett, John Hopkins, Graham Keen, Harvey Matusow,

Kate Heliczer, Jean McNeill)｡ LFS のカメラマンの

Keen は, その後 The International Times の発行にも

関わっている｡ デザイナーの McInnenny は, 後に

UFO クラブでもポスター作りを手伝った (Green

1988 : 131)｡ The Groveは, レイアウトやイラストを

整えた本格的なタウン情報誌をめざしていたと思われ

るが, The Groveが６号以降, 発行されたかどうかは,

筆者の調査においては不明である｡

21) 地方新聞には, カーニバルについてだけでなく,

LFSのその他の活動やニュースについても掲載され

ている｡ “Planned for the autumn. . . . Notting Hill Festi-

val”, The Kensington Post, 10 June 1966. “More plans for

Notting Hill Festival Week”, The Kensington Post, 17

June 1966. “How the people of Notting Hill are brought

together”, the Kensington News, 24 June 1966. “Pageant

and procession at Notting Hill Fayre”, The Kensington

News, 7 July 1966. “Abandoned cars poll”, The

Kensington News, 8 July 1966. “Flyover site to be tempo-

rary playground”, The Kensington Post, 15 July 1966.

“Fair will go on as planned say Free School”, The

Kensington News, 12 August 1966. “Filth, rust and bro-

ken bottles where children play”, The Kensington News,

26 August 1966. “Funds appeal for fayre”, The

Kensington News, 26 August 1966. “FESTIVAL WEEK

AT NOTTING HILL” The Kensington Post, 16 Septem-

ber 1966. “Why no council support ?”, The Kensington
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News, 23 September 1966. “Steel band in carnival pro-

cession”, The Kensington News, 23 September 1966.

“Notting Hill’s big carnival”, The Kensington Post, 23

September 1966.

22) スチュアート・ホールは, 筆者とのインタビューの

なかでマイケル・デ・フレイタスについてふれ, 彼が

マイケル Xとして黒人の政治活動に関わるようになっ

た背景について語っている (GMZ2 : 35�36)｡ LFSの

議事録においては, Michael de Freitasはもっともよ

く発言をしているが, 宗教や RAASに関する内容は

見られない｡ また, Michael Abdul Malikという名前

も LFSでは使っていない｡ ホプキンズも, インタビュー

では, マイケルは, 時には政治的になり, 時には宗教

的になるが, 場面を使い分けており, LFSではそう

したことは問題にならなかった, と述べている｡

23) “FAIR WILL GO ON AS PLANNED SAYS FREE

SCHOOL”, in The Kensington News, August 12, 1966.

24) ホプキンズは, ハプニングについて説明するときに,

Gustav Metzger (1926�) をはじめとしたアーティス
トたちが実施した DIAS (The Destruction in Art Sym-

posium) について話した｡ これは, 1966年９月にロ

ンドンのアフリカ・センターで開催されたシンポジウ

ムであり, また, ロンドン各地でアート・イベントが

催された｡ ホプキンズは, DIASのパフォーマンスや

作品も, LFSの活動も偶発性を創造的に活かすとい

う点では, 同じ時代の潮流にあると考えていた｡

25) Greenのインタビューにおいてマイルズは, ITの

発行部数について, ｢最初の頃は１万部程度であった

が発行部数を増やし, 1968年５月が最も多く４万4000

部発行した｣ (Green 1988 : 124) と述べている｡

26) ホプキンズの話では, とくに, 1968年５月以降, さ

まざまな問い合わせが殺到するようになり, IT事務

所の電話が機能しなくなった｡ 質問の内容は, たとえ

ば, ｢インドを旅するときの宿泊所を教えて｣, ｢いい

ライブ (gigs) を紹介して｣, などである｡

27) The International Times, No. 33, 14 June 1966. BIT

は, 情報の共有, 分類, 蓄積のシステムを作るという

点では, 1960年代にホプキンズが関わった情報とメディ

アに関する活動を総括するような内容である｡ BITの

発想については, GMZ3 : 47�55で詳しく述べている｡

28) ホプキンズは, The International Timesにおいても,

ある種のマーケティング・リサーチを行っている｡ た

とえば, 定期購読者の登録データを分析して, ITの

購読者層とその地理的分布を分析してどこで ITを販

売するかなどを検討したとインタビューで話している｡

29) “Festival Week at Notting Hill” (The Kensington Post,

16 September 1966) によると, 1966年のフェスティ

バルは次のような日程である｡ ９月18日 (日) 午後２

時半から, ノッティングヒル内のストリートを練り歩

くパレードがある｡ ５つのバンドが演奏し, 装飾した

車が走り, 仮装行列も行われる｡ 午後７時半から国際

的な音楽やダンスが披露される｡ 19日 (月) ７時半か

らは, オールドタイム・ミュージック, 20日 (火) ７

時半から演劇, 21日 (水) ７時からは, サプライズ・

スター・アトラクション, 22日 (木) ７時からは詩と

ジャズ, 23日 (金) ７時半から合唱, 演劇, ダンス,

そして７時からは Destruction in Art Symposium関連

のイベントも開催される｡ 土曜日と日曜日にはジャズ

演奏にあわせたダンスもくりだす｡ こうしたイベント

の詳細の連絡先はラスレットとなっている｡

30) 1960年からノッティングヒルに住み地域での活動を

していたメソジスト教会の牧師 David Mason (1926�)
は, 2015年９月のインタビューでは, LFSがノッティ

ングヒル・カーニバルを始めたのではなく, LFSが

地域活動を始める以前から, ローン・ラスレットが,

ノッティングヒルの様々な人々が参加できるカーニバ

ルを実施したいと協力を求めてきた, と話していた｡

31) たとえば, アダム・リッチは, LFSに関わったこ

とをきっかけに, North Kensington Playspace Group

を設立し, 1970年代初めまで地域で活動を続けた｡

32) Anti-University of London は, 1968年２月に, 49

Rivington Street, E. C. 2において始まった｡ 精神科医

の R. D. Laing, Joe Berkeをはじめ, 作家, 詩人, アー

ティスト, 映画プロデューサーなど, さまざまなジャ

ンルの人々が参加している (The International Times,

No. 24, 19 January 1968)｡ Joe ( Joseph) Berkeは, ア

メリカ人精神科医で, Allen Krebsらとともに, 1965

年の Free University of New Yorkの設立に携わった｡

Berkeは, 同年９月には, R. D. Laingら精神科医たち

が Kingsley Hallで始めた活動に参加するために, ロ

ンドンに移り住んだ｡ Berke は, The Peace News に

FUNYを紹介する記事を掲載し (29 October 1965),

Free University of Londonの設立を試みたが, 当時は

実現できなかった (Nuttall 1968 : 220�221)｡ ホプキン

ズが1965年末に自由学校設立の準備を始めたときは,

アメリカの自由大学をめぐる運動が, Berkeをはじめ

とした関係者やメディアをとおして, ロンドンにもさ

まざまに伝わっており, ニューヨークとロンドン, あ

るいはアメリカとイギリスにおけるアンダーグラウン

ドの活動のつながりを知るうえで興味深い｡ なお,

Anti University of Londonには, Krebsも参加してい

る｡
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